
書式第１２号（法第２８条関係）

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン 

１ 事業の成果

 定款を令和６年３月に改正施行し、新たな事業区分を４つとしたことを受け、令和６年度から４事業

体制をとった。以前からある既存のプロジェクトも４事業のいずれかに所属させ、各プロジェクトの目

的や位置づけを明確化した。

 第１の事業（「資源を届ける事業」と呼称）では、引き続き社会的養護を活動領域とし、受益対象者で

ある子どもたちの背景に注目しながら、体験の機会を重視したプログラムを作成・提供した。

令和４年度２月から開始した「パソつか」では、令和６年度も、主に小中学生を対象にパソコンでゲ

ームや動画などをつくって表現してみるプログラムを提供した。子どもたちの背景を踏まえて、子ども

が安心感を持って活動に取り組めるよう工夫している（例えば施設を訪問して子どもの身近な場で開催

する、など）。子どものアンケートの回答や、参加した子どもの多くがほぼ毎回参加していたことを踏ま

えて、パソつかは子どもにとって参加しやすく楽しい場になっていると考えており、さらにパソコンに

触れたりペアの大人と取り組んだりして新しいことを身に着けられるプログラムになっているものと考

えている。

法人設立以来続けてきたパソコン寄贈系のプロジェクトについては、令和５年度末をもってパソコン

寄贈＆オンライン講習会の１都３県・高知県での提供を終了し、令和６年度は沖縄県でのみ提供した。

令和６年度はその後継となるプロジェクトを立ち上げ、オフィスソフトなどの講習会を廃止し、参加者

が自分に「パソコンが必要な理由」を３分以上口頭発表する場を設けて、質疑応答までクリアすること

をパソコン寄贈の条件とすることにした。この新しいプログラムを「パソコン寄贈プログラム 2024」と

名付け、１都２県と高知県で提供した。高校３年生から 22 歳くらいまでという対象者層にとって、自分

がこれから何をしていくのか、そのためには何が必要なのかを自ら整理して人に説明する機会は、意義

あるものだろうと考えている。また、パソコンを寄贈すること自体が、学業や資格取得などを経済面で

後押しする効果があると考えている。アンケートの回答から、参加者本人と施設・里親支援機関等の職

員の両方から好評を得ていることが読み取れる。

 第２の事業（「資源を耕す事業」と呼称）は、この法人が行う児童福祉に関する啓発の活動やファンド

レイジングの活動を、企業等に向けて社会貢献の選択肢を提示する性質の事業として整理したものであ

る。そのため、この事業においては、子どもを究極的な受益者として念頭に置きつつも、直接的な受益

者としては企業等を位置づける。令和６年度は、使用済みデバイスの寄付や社内バザーなど、特色ある

ファンドレイジング活動を行って活動資金を得るとともに、社会的養護等に関する啓発を行い、今後も

関心や支援を向けて頂くよう働きかけた。

 第３の事業（「資源を考える事業」と呼称）では、既存の資源だけでは子どもや養育者のニーズに十分
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応えられないと考えられるテーマに対して、調査や研究などを通じて新たな資源の創出を図る。ワタシ

とスマホ プロジェクトは、令和５年度の準備期間を経て令和６年度からスタートした。子どものスマホ

利用にかかる情報リテラシー教育と心理・発達に関する知識を統合して、よりよい見立てと手立てを提

案することを目指している。令和６年度は、協働する２施設を訪問して職員とのセッションを行うとと

もに、外部専門家の助言を受けたり、文献調査を行ったりして、より効果的な、妥当な見立てを模索し、

それをわかりやすい形で協働施設と共有するよう図った。プロジェクトは令和７年度から８年度へ向け

て継続中であり、主な成果の発表は令和７年度以降に持ち越している。

２ 事業の実施に関する事項

（１）特定非営利活動に係る事業 （事業費の総費用【 36,564 】千円）

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所 従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
（千円）

子どもや養育
者、並びに子
ども家庭福祉
の提供者が持
つ課題やニー
ズを把握し、
それに合致す
る資源を提供
する事業 

【パソつか】 
社会的養護のもとで
暮らす子ども（主に小
中学生）が、パソコン
でゲームや動画など
をつくって表現して
みるプログラム。 
子どもたちの背景を
踏まえて、子どもが安
心感を持って活動に
取り組めるよう工夫
している。 

島
添
の
丘
と
の
開
催 

５ 月 、 ７

月、９月、

11 月、１月

の 各 １ 日

間 

児 童 養 護

施設 島添

の丘（沖縄

県） 

役職員６

人、ほか協

力者など 

島 添 の 丘 

に 入 所 し

て い る 児

童 

12 人（実
数） 

20,915

埼
玉
県
里
親
会 
と
の
開
催 

５ 月 、 ７

月、９月、

11 月の各

１日間 

あ げ お 富

士 住 建 ホ

ール（埼玉

県） 

役職員６

人、ほか協

力者など 

埼 玉 県 里

親会 会員

里 親 に 委

託 さ れ て

いる児童 

12 人（実
数） 

愛
泉
寮
と
の
開
催 

５ 月 、 ７

月、９月、

11 月、１月

の 各 １ 日

間 

児 童 養 護

施設 愛泉

寮 （埼玉

県） 

役職員６

人、ほか協

力者など 

愛 泉 寮 に

入 所 し て

いる児童 

18 人（実
数） 

【パソコン寄贈プロ
グラム 2024】 
社会的養護のもとで
暮らす高校生や出身
者の若者を対象に、
「パソコンが必要な
理由」を３分以上発表
して頂くことで、ノー
トパソコン（再生品）
を寄贈するプログラ
ム。 

１
都
２
県
対
象 

９ 月 か ら

３ 月 末 に

かけて 66

の 参 加 枠

を提供 

オ ン ラ イ

ン （ Zoom

ミ ー テ ィ

ング）及び

渋 谷 事 務

所 

役職員 

６人 

東京都・千

葉県・埼玉

県 に お い

て 社 会 的

養 護 の も

と で 暮 ら

す 児 童 や

暮 ら し て

い た 経 験

者（高校３

35 人（寄贈
を 受 け た
人数） 



年 生 か ら

22 歳くら

いまで） 

高
知
県
対
象 

７ 月 末 の

２日間、ほ

か 

高 知 県 立

ふ く し 交

流 プ ラ ザ

（高知県） 

役職員５

人、ほか協

力者など 

高 知 県 に

お い て 社

会 的 養 護

の も と で

暮 ら す 児

童 や 暮 ら

し て い た

経験者（高

校 ２ 年 生

から 22 歳

く ら い ま

で） 

16 人（寄贈
を 受 け た
人数） 

【パソコン寄贈＆オ
ンライン講習会】 
社会的養護のもとで
暮らしていて、パソコ
ンを必要としている
若者に、１人１台のパ
ソコンと講習会を無
料でプレゼントする
プロジェクト。 

沖
縄
県
対
象 

８ 月 の ３

日間、ほか 

オ ン ラ イ

ン （ Zoom

ミ ー テ ィ

ング） 

役職員 

６人 

沖 縄 県 に

お い て 社

会 的 養 護

の も と で

暮 ら す 児

童 や 暮 ら

し て い た

経験者（高

校３年生 

12 人（寄贈
を 受 け た
人数） 

コミュニティ
や企業等に働
きかけて、子
ども家庭福祉
や関連する課
題への関心と
理 解 を 促 進
し、寄付等の
資源の新規創
出や拡大を図
る事業 

【使用済みデバイスの寄
付の受け付け】 
企業等で使用済みとなっ
たパソコン、タブレット、
スマートフォンの寄付を
受け付ける。企業等に、一
般的な寄付・ボランティア
とは異なる社会貢献の選
択肢を提供し、子どもたち
を一緒に応援して頂く。 

随時 
オ ン ラ イ

ン、ほか 

役職員 

４人 

参 画 す る

企業等 
27 法人 

8,514 

【その他の活動】 
企業での社内バザー（GOOD 
DRIVE）、社内セミナーなど
を実施し、子ども分野への
社会貢献について普及啓
発を図る。 

10 月ほか 
都内、オン

ライン 

役職員 

６人 

参 画 す る

企 業 等 や

そ の 従 業

員 

２法人 

前 2 号の事業
や関連する諸
領 域 に つ い
て、情報収集
や調査研究・
開発を行って
資源を新規創
出し、発信す

【ワタシとスマホ プロジ
ェクト】 
子どものスマホ利用にか
かる情報リテラシー教育
と心理・発達に関する知識
を統合して、よりよい見立
てと手立てを提案するこ
とを目指す。協働する２施

訪問：５月

か ら １ 月

に か け て

各 施 設 ５

児 童 養 護

施 設 ２ か

所（関東地

方、九州沖

役職員 

３人 

協 働 す る

施 設 の 職

員 

14 人 7,081 



る事業 設を訪問して職員とのセ
ッションを行った。さらに
文献調査を行った。 

回ずつ、 

文 献 調

査：随時 

縄地方）、

渋 谷 事 務

所ほか 

その他この法
人の目的を達
成するために
必要な事業 

社会的養護の経験者の相
談に乗り、その他必要な支
援を図る。 

随時 都内ほか 
役職員 

２人 

社 会 的 養

護 の 経 験

者で、当法

人 と 以 前

か ら 接 点

がある人 

３人 53

（２）その他の事業 （事業費の総費用【 0 】千円）

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所 従事者
人数

事業費
（千円）



書式第１３号（法第２８条関係）

令和６年度　活動計算書（その他事業がない場合）
特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　経　常　収　益
１　受取会費 70,000

正会員受取会費 70,000
賛助会員受取会費 0

２　受取寄附金 64,142,568
受取寄附金 64,142,568
施設等受入評価益 0

３　受取助成金等 1,981,853
受取補助金 0
受取助成金 1,981,853

４　事業収益 0

５　その他の収益 75,971
受取利息 56,253
雑収益 19,718

経　常　収　益　計 66,270,392
【Ｂ】　経　常　費　用

１　事業費
（１）人件費 25,258,381

役員報酬 4,896,000
給料手当 17,020,002
法定福利費 3,342,379

（２）その他経費 11,305,385
寄贈 2,914,372
業務委託費 105,833
印刷製本費 640
地代家賃 2,160,000
水道光熱費 71,727
交際費 90,325
会議費 486,295
旅費交通費 3,686,735
消耗品費 397,972
通信運搬費 289,229
支払手数料 210,690
販売手数料 0
保険料 12,600
福利厚生費 0
謝金 123,334
新聞図書費 75,748
賃借料 0
減価償却費 316,685
諸会費 56,000
研修費 277,200
支払寄付金 30,000

事業費計 36,563,766
２　管理費

（１）人件費 8,458,598
役員報酬 1,224,000
給料手当 6,256,518
福利厚生費 978,080

（２）その他経費 1,148,170
業務委託費 28,000
印刷製本費 76,400
地代家賃 36,000
水道光熱費 23,904
交際費 0
会議費 31,369
福利厚生費 46,042
旅費交通費 149,747
消耗品費 309,254
通信運搬費 58,288
支払手数料 253,885
新聞図書費 34,216
研修費 1,280
保険料 210
租税公課 1,000
雑費 18,690
減価償却費 79,885

管理費計 9,606,768
経　常　費　用　計 46,170,534
当　期　経　常　増　減　額　【Ａ】－【Ｂ】　・・・① 20,099,858
【Ｃ】　経　常　外　収　益

固定資産売却益 0
過年度損益修正益 0

経　常　外　収　益　計 0
【Ｄ】　経　常　外　費　用

固定資産売却損 0
災害損失 0
過年度損益修正損 0

経　常　外　費　用　計 0
当　期　経　常　外　増　減　額　【Ｃ】－【Ｄ】　・・・② 0
税　引　前　当　期　正　味　財　産　増　減　額　①＋②　・・・③ 20,099,858

法人税、住民税及び事業税　・・・④ 0
前期繰越正味財産額　・・・⑤ 106,999,620

次　期　繰　越　正　味　財　産　額　③－④＋⑤ 127,099,478

事 業 報 告 用



書式第１５号（法第２８条関係）

令和６年度　貸借対照表
特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン　

（単位：円）
科 目 金　　額 小計・合計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金 128,672,325
未収入金 1,147,520
寄贈用資産 37,876
貯蔵品 1,150,257
前渡金 591,185
仮払金 0

流動資産合計　・・・① 131,599,163
２　固定資産

（１）有形固定資産
一括償却資産 628,782

（２）無形固定資産

（３）投資その他の資産
社会的養護の子どもの自立支援基金　特定資産 0
敷金 346,000

固定資産合計　・・・② 974,782

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 132,573,945

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　流動負債

未払金 2,588,276
前受助成金 1,045,191
預り金 1,841,000

流動負債合計　・・・③ 5,474,467
２　固定負債

固定負債合計　・・・④ 0
負　債　合　計　③＋④ 5,474,467
【Ｂ－２】　正　味　財　産　の　部

前期繰越正味財産額 106,999,620
当期正味財産増減額 20,099,858

正　味　財　産　合　計 127,099,478

【Ｂ】　負　債　及　び　正　味　財　産　合　計　【Ｂ－１】＋【Ｂ－２】 132,573,945

事 業 報 告 用



書式第１７号（法第２８条関係）

令和６年度　財産目録
特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン

         （単位：円）
科 目 金　　額 小　　計 合　　計

【Ａ】　資　産　の　部
１　流動資産

現金預金
現金 109,892
三菱UFJ銀行 66,819,150
GMOあおぞらネット銀行 61,743,282
住信SBIネット銀行 1

未収金
横河レンタ・リース株式会社 1,147,520

寄贈用資産 37,876
貯蔵品

ギフト券 1,150,257
前渡金

年末調整還付額 532,943
日本航空株式会社 58,242

仮払金 0
流動資産合計　・・・① 131,599,163
２　固定資産

（１）有形固定資産
工具器具備品

一括償却資産 628,782
（２）無形固定資産 0

（３）投資その他の資産 346,000
敷金

渋谷区事業所 346,000
特定資産

社会的養護の子どもの自立支援基金　特定資産 0
固定資産合計　・・・② 974,782

【Ａ】資　産　合　計　①＋② 132,573,945

【Ｂ－１】　負　債　の　部
１　流動負債

未払金
役員及び職員 1,692,726
日本年金機構 695,717
業務委託先 34,000
アマゾンジャパン 43,551
freeeカード 28,776
三菱UFJ銀行 1,760
JCBカード 91,746

前受助成金
Tides Foundation 1,027,044
日本フィランソロピック財団 18,147

預り金
住民税 1,838,000
源泉所得税 3,000

流動負債合計　・・・③ 5,474,467
２　固定負債

固定負債合計　・・・④ 0

【Ｂ－１】負　債　合　計　③＋④ 5,474,467

【Ｂ－２】正　味　財　産　合　計　【Ａ】－【Ｂ－１】 127,099,478

事 業 報 告 用









書式第１８号（法第２８条関係）

✔ 以下の役員には、⽋格事由者が含まれません。（法第２０条関係）

✔ 各役員について、親族の規定に違反していません。（法第２１条関係）

令和６

１ 確認事項（法第２０条及び第２１条を確認の上、チェックを⼊れてください。）

２ 役員⼀覧

理事
イタミ ケイ

1 理事

役 名
（フリガナ）

⽒  名
タテガミ ユミコ
⽴神 由美⼦

令和6年4⽉1⽇
令和7年3⽉31⽇

令和6年4⽉1⽇

（前事業年度において役員であったことがある全員の⽒名及び住所⼜は居所並び
にこれからの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿）

令和6年4⽉1⽇
令和7年3⽉31⽇

伊丹 桂

3 理事
オオサカ タイチ 令和6年4⽉1⽇
⼤坂 太⼀ 令和7年3⽉31⽇

令和7年3⽉31⽇
2

報酬を受けた期間
(該当者のみに記⼊)

前事業年度内
の就任期間

特定⾮営利活動法⼈ ライツオン・チルドレン

野⼝ 五丈 令和7年3⽉31⽇
4 監事

ノグチ イツタケ 令和6年4⽉1⽇

5

6

8

7

事 業 報 告 ⽤

年度年間役員名簿

10

9 〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜 〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜

〜



書式第４号（法第１０条・第２８条関係） 

社員名簿（社員のうち１０人以上の者の名簿）

特定非営利活動法人ライツオン・チルドレン 

氏   名 

１ 立神 由美子 

２ 伊丹 桂 

３ 大坂 太一 

４ 野口 五丈 

５ 石井 宏茂 

６ 新武 久美子 

７ 原田 真由子 

８ 石田 剛 

９ 樽見 薫 

10 中島 健一朗 

11 

12 

設立・事業報告用


